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張

隣

『
文
士
伝
』
に

つ
い
て

松

浦

崇

一

梁

の
鍾
蝶

(四
六
九
～
五
一
八
)
は
、

『
詩
品

』
中
品

の
序

に
お

い
て
、
晋
宋
の

文
学
評
論
書

を
次
の
よ
う

に
批
判

し
て
い
る
。

陸
機

の
文
賦
は
、
通

に
し

て
疑
無
し
。
李
充

の
翰
林
は
、
疏

に
し

て
切
な

ら
ず
。
王
微
の
鴻
宝
は
、
密

に
し
て
裁
無

し
。
顔
延

の
論
文
は
、
精

に
し

て
暁
り
難
し
。
摯
虞

の
文
志
は
、
詳
に
し
て
博
購
、
頗

る
知
言
と
日
ふ
。

斯

の
数
家
を
観
る
に
、
皆
な
就
き
て
文
体
を
談

じ
、
優
劣
を
顕
は
さ
ず
。

謝
客

の
集
詩

に
至

っ
て
は
、
詩

に
逢

へ
ば
軌
ち
取

る
。
張
隙
の
文
士

は
、

文
に
逢

へ
ば
輻
ち
書

す
。
諸
英

の
志
録
、
並

び
に
義

は
文

に
在

り
て
、
曽

て
品

題
す

る
こ
と
無
し
。

こ
の
中

で
鍾
礫
が
最
後
に
挙

げ
て
い
る

「
張
隣

の
文
士
」

、
す
な
わ
ち

張
隆

の

『
文
士
伝
』
に

つ
い
て
考
察
す
る
の
が
小
論

の
目
的

で
あ

る
。

『
階
志
』
や
新

旧

「
唐
志
』
に
よ

れ
ば
、

『
文
士
伝
』
は
本
来

五
十
巻
あ

っ

た
と
い
う
が
、
す
で
に
亡
侠
し

て
い
て
今

日
で
は
そ
の
完
全
な
姿
を
見
る

こ
と

は
で
き
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
世
説
新
語
』
や

『
三
国
志
』
な
ど

の
注
、

『
太
平
御
覧

』
な
ど

の
類
書

に
、
断
片
的

で
は
あ
る
が
数
多
く
引
用
さ
れ

て
お

り

、
後
漢
及
び
魏
晋
の
文
人

の
貴
重
な
伝
記
資
料
を
提
供

し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
、

こ
れ
ま

で
こ
の

「
文
士
伝
』

の
輯
本

が
な
く
、
そ

の
た
め

に
色

々
不
便
を

感
じ

て
い
た
。
そ
こ
で
私
は
自
ら
そ
れ
ら
を
集
め

て
輯
本

を
作

っ
て
み
た
。
小

論
で
は
、
私
が

「
文
士
伝

』
の
輯
本
を
作

る
過
程

で
気
が

つ
い
た
こ
と
を
述

べ

て
み
た
い
。

そ
れ
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
あ

る
。

一
つ
は
、

『
文
士
伝

』
は
誰

に
よ

っ
て

い
つ
頃
編
ま
れ
た

の
か
と
い
う
こ
と
。
も

う

一
つ
は
、
こ
の
書
物

が
中
国

の
文

学

批
評
史
の
上

で
ど

の
よ
う
な
意
義
を
持

っ
て

い
る
の
か
と

い
う

こ

と

で

あ

る
。と

こ
ろ

で
、
建
安
時
代

の
曹
　

・
曹
植
か
ら
、
西
晋
の
陸
機
を
経
て
、
劉
鋸

の

「
文
心
雛
竜

』

・
鍾
燦

の

「詩

品
』

・
昭
明
太
子

の

『
文
選
』

へ
と
連
な
る

文
学
評
論

の
発
展
過
程
は
、
中
国
の
文
学
批
評
史

の
上
で
も

画
期
的
な
出
来
事

で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
、

こ
れ

は
い
わ
ば

(文
学
理
論
の
)

理
論
的
な
頂
点
を
代
表
す
る
も

の
で
あ

っ

て
、

そ
の
下
部

に
は
、

か
な
り
厚

い
層
を
な
す

裾
野

の
広

が
り
が
あ

っ

た
。

そ
し
て
何

よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
理
論

・
批
評
の
出
現
を
必
然
な
ら
し

め
た
文
学
的

な
風
土
が
あ

っ
た
。
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(
1
)

と
指
摘

さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
今
日

で
は
そ

の
内
容
を

ほ
と
ん
ど
知

り
得
な
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
文
学
論
も
決
し

て
少
な
く
な
い
。
鍾
燦

が
挙
げ

た
宋

の
王
微

の

『
鴻
宝
』
や
顔
延
之
の
論
文

(
「庭
詰
」
と
い
わ
れ
る
)

な
ど
も
、
そ
し
て
私
が

こ
の
小
論

で
取
り
上
げ
る
張
隣

の

『
文
士
伝
』
も

そ
の
中

に
含
ま
れ
よ
う
。

こ

う
し
た
書
物

に
対
す
る
研
究
は
、
そ
の
全
体
像

が
見
ら
れ
な

い
と

い
う

ハ
ン
デ

ィ
が
あ

っ
て
、
必
ず
し
も
十
分

と
は
言
え
な

い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
厚

い
層
を
な
す
裾

野
」

に
埋
も
れ
て
い
る

こ
れ
ら
の
文
学
論

の
実
体
を
掘

り
起

こ

し

て
こ
そ
、
こ
の
時
代

の

「文
学
的
な
風
土
」
が

一
層

は

っ
き
り
す
る
の
で
は

な

い
だ
ろ
う
か
。
私
が
張
隣

の

『
文
士
伝
』
を
あ
え
て
姐
上

に
載
せ
た
の
も

、

こ
う
し
た
展
望
に
基

い
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。

二

 

『
文
士
伝

』
を
論
ず
る
上

で
欠
か
せ
な

い
の
が
、
編
者

の
問
題
で
あ

る
。
し

か
し
、
編
者

と
伝
え
ら
れ
る
張
隆

の
閲
歴
は
何

一
つ
わ
か
ら
な

い
。
そ
れ
よ
り

も
前

に
、
編
者

が
本
当

に

「
張
隆
」
と

い
う
名
前
な
の
か
も
は

っ
き
り
し
て
い

な

い
。
と

い
う
の
は
、

『
階
書
』
経
籍
志
は

、
張
隣
で
は
な
く
、

「
張
隠

『
文

士
伝
』
五
十
巻
」

と
記
録
し
て

い
る
し
、

「
張
隠

『文
士
伝
』

に
日
く
」
と

い

う
引
用
も
か
な
り
あ

る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
張
隠
の
方
が
正
し

い
と
言
う
人

も

い
る
。

『
文
士
伝
』
を
載
せ
て
い
る
目
録
や
引
用
書
な
ど

の
う
ち

、
編
者

の
名
前

を

明
記
し
て
い
る
も

の
は
次

の
通
り

で
あ
る
。

ω

「
張
隣
」

に
作
る
も

の
…
…

『詩

品
』
中
品
序

・

『
旧
唐
書
』
経
籍

志

・

『
新

唐
書
』
芸
文

志

・

『
通
志
』
芸
文
略

・

『
玉
海
』
芸
文

類

・

『
三
国

志
』
巻

二

一
注

・

『後
漢
書

』
巻
六
〇
下
注

・

『
文
選
』
巻

三
八
注

・

『

太

平
御
覧

』
巻
四
六
四

・
同
書
巻

五

一
二

②

「
張
隠
」

に
作
る
も
の
…
…

『
階
書
』
経
籍
志

・

『
宋
史
』
芸
文
志

・

『

崇
文
総
目
』

・

『
三
国
志
』
巻
九
注

・

『
北
堂
書
紗
」
巻

一
六
〇

・

『初

学

記
』
巻

一
二

・
同
書

巻

一
八

・
同
書

巻
二
五

・

『太

平
御
覧
』
巻
三
五

一
・
同
書
巻
四
〇
九

③

「
張
衡
」

に
作

る
も
の
…
…

『
三
国
志
』
巻

一
〇
注

・

『
初
学
記
』
巻

一

七
④

「
張
螢
」

に
作
る
も
の
…
…

『初
学
記
』
巻

二
〇

⑤

「
張
郡
」

に
作
る
も
の
…
…

『
太
平
御
覧
』
巻
四
三
八

こ
れ
ら
の
う
ち

、
引
用
書

の
数
が
少
な

い
③

・
④

・
⑤

は
恐
ら
く
誤
ま
り
で

あ
ろ
う
。
問

題
は
①
と
②

の
い
ず
れ
が
正
し
い
か
で
あ
る
が
、

唱
見
し
た
だ
け

で
は
容
易
に
は
判
定

で
き
な
い
。

そ
こ
で

こ
の
問
題

に
つ
い
て
詳
し
く
述

べ
る

こ
と

に
し
よ
う
。

(
2
)

ま
ず
、
張
隣
が
正
し

い
と
す

る
説
は
、
鍾
燦

の

『
詩
品
』

・
李
善

(?
～
六
八

九
)
の

『
文
選
』
注

・
李
賢

(六
五
一
～
七
二
一
)
ら

の

「後
漢
書
』
注

な
ど

、

比

較
的
早

い
時

期
に
書

か
れ
、

し
か
も

信
愚
性
の

高

い
書
物
が

い
ず
れ
も

「
張

隣
」

に
作

っ
て
い
る
こ
と
や
、

『
旧
唐
書
』
経
籍

志

・

『
新
唐
書

』
芸
文
志

の

記
録
な
ど
が
そ

の
論
拠
と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
あ
ま
り
参
考

に
は
な
ら
な

い

が
、
使

用
頻
度
の
少
な

い

「
隣
」
の
字
か
ら

「
隠
」

の
字

に
書
き
誤
る
可
能
性

は
あ

っ
て
も
、
よ
く
使
う

「
隠
」
の
字
か
ら

「隙

」
の
字

に
書
き
誤
る
可
能
性

は
少
な

い
の
で
は
な

い
か
と
も
考

え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
張
隆

の
方
が

正
し
い
と
し
て
も
、
こ
の
人

の
名
前
を
歴
史
書

の
中

か
ら
検
出
す
る
こ
と
は
で

き
な

い
。

(
3
)

こ
れ
に
対
し
て
、
張
隠

の
方
が
正
し
い
と
す
る
説
は
、
虞
世
南

(五
五
八
～
六
一二

八
〉
の

『北

堂
書
紗
』

・
徐
堅

(六
五
九
～
七
二
九
)
ら
の

『
初
学
記
』
な
ど

の

引
用
や
、

『晴
書
』
経
籍
志
の
記

録
が

そ
の
論
拠
と
な
る
。
そ
し
て
決
定
的
な
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論
拠
は
、
張
隠
と
い
う
人
物

が
実
在
し
て

い
て
歴

史
書

の
中

に
は

っ
き

り
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
歴
史
書
と
は
次

に
挙
げ
る

『
晋
書

』
巻
六
六

の
陶
侃
伝

で
あ
る
。

(萢
)
達
、

瘡
江
太
守

張
変

に
過
り
、
之

(口
陶
侃
)
を
称
美
す
。

愛

、
召

し

て
督
郵
と
為
し

、
縦
陽

の
令
を
領
せ
し
む

。
…
…
菱
、
侃
を
察
し
て
孝

し
ば

廉
と
為
し
、
洛

陽
に
至

り
、
数
し
ば
張
華

に
詣
る
。
華
、
初

め
以

て
人
を

遠
ざ
け

、
甚
だ
し
く
は
接
遇
せ
ず
。
侃

、
往
く
ご
と
に
神

に
件
色
無
し

。

華

、
後

に
与

に
語
り
て
、
之
を
異
と
し
、
郎
中

に
除
す
。

か

へ

O

O

O

O

O

O

…
…
侃
、
巴
陵

に
旋
り

、因
り

て
鎮
を
武

昌
に
移
す
。
侃
、
張
愛

の
子

の
隠

に
命
じ
て
参
軍
と
為
し
、
萢
達

の
子

の
跳
を
湘
東
太
守
と
為

し
、
:
…
・凡

て
徴
時

に
荷
く
る
所
、

一
餐
す
ら
域
な
報
ひ
た
り
。

こ
の
資
料

に
よ
れ
ば
、
陶
侃

三

五
九
～
三
三
四
)
は
、
若

い
頃
自
分
を
張
愛

に

紹
介
し
て
く
れ
た
萢
達
や
、
縦

陽
令

に
抜
擢
し
、
更

に
は
洛

陽
の
張
華

に
紹
介

し

て
郎
中

に
な
る
足
掛

か
り
を
与
え
て
く
れ
た
張
愛
ら
の
恩
に
報

い

る

た

め

に
、
後
年
、
萢
達

の
子

の
萢
跳
を
湘
東
太
守

に
、
張
慶

の
子

の
張
隠
を
参
軍
に

そ
れ
ぞ
れ
登
用
し
た
と

い
う
。

陶
侃
が
鎮
を
武
昌

に
移
し
た
の
は
東
晋

の
成
帝

の
威
和
四
年

(三
二
九
)

、
況

が
七
十

一
歳

の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
彼

は
太
尉

・
侍
中

と
い
う

高

位

に

あ

っ

た
。
南
方
出
身

の
陶
侃
が
北
来

の
東
晋
政
界

の
こ
う
し
た
要
職

に
就
け
た
遠
因

に
は
、
萢
蓬
や
張
愛

ら
の
力

が
働

い
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の

『
晋
書
』
の
記
事

か
ら

、
張
隠
と

い
う
人
物
が
雇
江
太
守

張
愛

の
子

で

あ

り
、
陶
侃

に
よ

っ
て
参
軍
に
登
用
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
三
二
九

年

に
起
家
し
た
と
す
れ
ば

、
張
隠
は
西
晋
の
ご
く
末
期
か
ら
東

晋
初
期

に
生
き

た
と
推
定

さ
れ
る
。

張
隠
が

こ
の
よ
う
な
人
物

で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

で
は

『
文
士
伝
』

の
編
者

は
こ
の
張
隠
で
あ
る
と
断
定

し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は

『文
士
伝
』

の
成
立
年
代

が
わ
か
れ
ば
、
お
の
ず
と
明
ら
か

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

次

に

『
文
士
伝
』

の
成
立
年

代
を
考

え
る
こ
と

に
す
る
。

『
文
士
伝
』

の
成
立
年
代

は
、

『
文
士
伝
』
が
い

つ
頃
ま

で
の
人
物
を
載
せ

て
い
た
の
か
と
い
う

こ
と
と
、

『
文
士
伝
』
を
最
初

に
引
用
し
た
書
物

は
い

つ

頃
書
か
れ
た
の
か
と

い
う
二

つ
の
年
代
推
定

に
よ

っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
絞

る

こ
と
が
で
き

る
。

こ
の
う
ち
、

『
文
士
伝
』
を
最
初

に
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
書
物

は
斐
松
之

(三
七
二
～
四
五
「
)

の

『
三
国

志
注
』

で
あ
り
、
こ
れ
は
宋

の
文
帝
の
元
嘉
六
年

(四
二
九
)
七
月

二
十
四
日
に
宋
朝

に
進
上
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

『
文

士
伝

』
が

こ
の
年
よ
り
も
か
な
り
前

に
成
立

し
て
い
た

こ
と
は
確
実

で
あ

る
。

一
方

、

『
文
士
伝
』
の
最
後

に
載
せ
ら
れ
て
い
た
人
は
、

『
崇
文
総
目
』

の

注
記
に
よ
れ
ば

、
宋

の
謝
霊
運

(三
八
五
～
四
三
三
)
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
と
す
れ

ば
、
四
二
九
年
と
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
謝
霊
運

の
生
存
中

に
彼

の
伝
が

書

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

謝
霊
運
伝

の
侠
文

は
類
書

な
ど

に
残

っ
て

い
な

い
の
で
、

『
崇
文
総
目
』

の

注

記
が
正
し

い
の
か
何
と
も
言
え
な

い
が
、
侠
文
が
残

っ
て
い
る

『
文
士
伝
』

の
被
採
録
者
の
う
ち

、
最
も
お
そ
く
ま
で
生
き
た
と
思
わ
れ

る
人
に
東
晋
の
江

績
が

い
る
。

江
績
字
は
仲
元

、
会
稽

(王
)
の
主
簿
と
為
り
、
規
諌
す
る
所
多

し
。
(

『北
堂
書
紗
」
巻
六
九
引

「文
士
伝
」
)

こ
の
原
文
は

「江
」
を

「
任
」
に
誤

っ
て
い
る
が
、

む
つ
ま

(江
)
績
字

は
仲
元
、

…
…
父
、

謝
氏
と
穆

じ
か
ら
ざ
る
を

以

て

の

故

に
、
謝
安

の
世

に
辟
召
せ
ら
る
る
も
従
ふ
所
無
く

、
論
者
之
を
多

と
す

。

安

亮
り
て
、
始
め
て
会
稽

王
道
子

の
主
簿

と
為

り
、
規
諌
す
る
所
多

し
。
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(
「晋
書
」
巻
八
三
江
績
伝
)

と
記
さ
れ

て
い
る
江
績

の
伝

に
違

い
な

い
。

江
績

が
会
稽

王
道
子

の
主
簿

に
な

っ
た
年
は
、
謝
安

の
没
年

で
あ
る
と
す

れ

ば

、
東

晋
の
孝
武
帝

の
太
元
十

四
年

(三
八
九
)

で
あ
る
。
ま
た
江

績

の

没

年

は
、

『
晋
書
』

の
こ
の
後
の

記
述
か
ら
推
し
て
、

同
じ
く

安
帝

の

元
興
元
年

(四
○
二
)
頃
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
江
績

の
没
年
と
斐
松
之

『
三
国
志
注

』
進
上

の
年

の
間
、
す

な
わ
ち
西
暦

四
0
二
年

か
ら
四

二
九
年

の
間
が
最
大
限

に
見
積

も

っ
た

『
文
士

伝

』
の
成
立
年
代

で
は
な

い
か
と
私
は
考

え
る
。
因
み
に
こ
の
期
間

は
謝
霊
運

の
十
八
歳

か
ら
四
十

五
歳

の
間

に
相
当
す

る
。
謝
霊
運
は
四
十
九
歳

で
世

を
去

つ
て
お
り
、

『
文
士
伝
』
が

こ
の
間
に
編
ま
れ
た
と
し
て
も

お
か

し

く

は

な

い
。さ

て
、

『
文
士
伝
』
が
私
の
推
定

し
た
よ

う
に
五
世

紀
初
め
に
成
立
し
た
と

す
る
な
ら
ば

、
前
述

の
張
隠
が

『
文
士
伝
』

の
編
者

で
あ
る
可
能
性
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
張
隠
が
西
暦

三
二
九
年

に
仮

り
に
二
十
歳

で
起

家
し
た
と
し
て
も

、
四
〇
○
年

に
は
九
十

一
歳

の
高
齢

に
達
し
て
い
る
か
ら

で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

『文

士
伝

』
は
、
従
来

一
部

に
言
わ
れ
て
い
た
張
隠
で

は
な
く
、
全

く
無
名

の
張
隆
な
る
人
物

の
手

に
な

っ
た
と
考
え
ざ

る

を

得

な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
前
述

の
張
隠
と
は
別

の
張
隠

で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
し
、

あ
る

い
は
、

前
述

の
張
隠
と

張
隣
の

二
人
が
、
(例
え
ば
親
子
で
あ
っ
て
、
)

長

い

年
月
を
費
し
て

『
文
士
伝
』
を
完
成

し
た
可
能
性
が
な
い
訳
で
は
な

い
。
し
か

し
、

こ
れ
以
上
深
く
詮
索
し
て
も
結

論
は
出
な

い
し
、
そ
の
必
要
も
な
い
で
あ

ろ
う
。

〈
年
表
〉東 晋

(317～419)

宋

(420～478)

三
二
九

張
隠
、
参
軍
と
な
る
。

三
三
四

陶
侃
没
。

三
八

五

謝
霊
運
生

。

四
〇

二

江

績
没
。
謝
霊
運
十
八
歳

。

四
二
九

こ
の
頃
、
張
隣

『
文
士
伝

』
成
立

か
。

斐

松
之

「
三
国
志
注

』
を
進
上

。

謝
霊
運
四
十

五
歳

。

四
三
三

謝
霊
運
四
十
九
歳
で
没
。

三

 

で
は
次

に
、
伝
記
と
し
て
の

『
文
士
伝
』

に
つ
い
て
述

べ
る

こ

と

に

し

よ

.つ
o『

文
士
伝
』
は
、

『
階
志
』
や
新

旧

『
唐
志
』
が
史
部

の
雑
伝
類

に
置

い
て

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
文
字
通
り
文
士
の
伝
記

で
あ

っ
た

こ
と
は

確

か

で

あ

る
。
今
日
見
得
る
範
囲

で
も
六
十
名
以
上

の
文
士
が
採

録
さ
れ

て
い
た

こ
と
が

わ
か

っ
て
お
り
、
彼
ら

の
伝
記
を
研
究
す
る
上
で
有
益

な
資
料
も

少

な

く

な

い
。
け
れ
ど
も
、
我

々
が
こ
れ
を
活
用

し
よ
う
と
す
る
場
合

、
こ
の
書
物

の
内

容
が
本

当

に
信
頼

で
き

る
の
か
ど
う
か
、
ま
ず
疑

つ
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。

『
文
士
伝
』
の
記
述

の
信

愚
性
を
知
る
上
で
重
要
な
の
が

、

『
三
国
志
』
注

に
お
け
る
斐
松
之

の

「文
士
伝

』
批
判

で
あ
る
。
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案
ず

る
に
、
孫
権

は
此
よ
り
以
前
、
尚

ほ
中
国
と
和
同
し
、
未
だ
嘗
て
兵

を
交

へ
ず
。
何

ぞ

「
権
を
江
外

に
駆
ふ
」
と
云
は
ん
や
。
魏
武
は

(建
安
)

十

三
年
を
以

て
荊
州
を
征
す
。
劉
備
は
卸

っ
て
後
数
年

に
し
て
方
め
て
蜀

に
入
り
、
備
は
身
未
だ
嘗
て
関
朧
を
渉
ら
ず
。
而
る
に
荊
州
を
征
す
る
の

す
で

年

に
於

て
、
便
ち

「備
を
朧
右

に
逐
ふ
」
と

云
ふ
は
、
既
已
に
乖
錯
す
。

又
た
白
登
は
平
城
に
在

り
、
亦
た
魏
武

の
経
め
ざ
る
所
な
り
。
北

の
か
た

鳥
丸
を
征
す
る
こ
と

、
白
登
と
永
く
相
豫

か
ら
ず
。

(
『
三
国
志
」
魏
書
巻
二
「

王
粂
伝
注
)

こ
れ
は
、
王
樂
が
呉
の
劉
球

に
対
し
て
魏
の
曹
操

に
帰
属
す
る
よ
う
に
説
得

し
た
と

い
う

『
文
士
伝

』
の
話
を
斐
松
之
が
批
判

し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
中

で
斐
松
之

は
、

「
孫
権
を
江
外

に
駆
ふ
」

・

「
劉
備
を
朧
右

に
逐
ふ

」

・

「
鳥
丸

を
白

登
に
破
る
」

と
い

つ
て
曹
操
の
活
躍
ぶ
り
を
説
く
王
粂
の
言

葉
が

い
ず
れ
も
歴
史
事
実
と
矛

盾
す
る

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

『
文
士

伝
』

の
編
者
を
次

の
よ
う
に
厳
し
く
批
判
し

て
い
る
。

此
を
以

て
、
張
隆
は
仮
偽

の
辞

に
し
て
、
其

の
虚

の
自
ら
露
は
る
る
こ
と

を
覚

ら
ざ

る
を
知
る
。
凡
そ
隆

の
虚
偽
妄
作
は
、
覆
疏
す

べ
か
ら
ず

。
此

の
ご

と
き
類
は
、
紀
す

に
勝

へ
ず

。
(同
前
)

斐
松
之

は
ま
た

、
玩
璃
が
曹
操

の
辟
命
を
逃
が
れ
て
山
中

に
隠
れ
、
見

つ
か

っ
て
伎
人

の
列

に
加

え
ら
れ
る
と
歌
曲
を
作

っ
て
歌

っ
た
と

い
う

『
文
士
伝
』

の
話
も

「
虚
偽

妄
作
」

で
あ
る

こ
と
を
論
証
す

る
。

案
ず
る

に
、
魚
氏

の

『
典
略
』

・
摯
虞

の

『
文
章
志
』
は
並
び

に
云
ふ

「

璃
、
建
安

の
初
め
、
疾

に
辞
し
て
役
を
避
け
、
曹
洪

が
為
め
に
屈
せ
ず
、

太
祖

の
召
を
得
て
、

即
ち
杖
を
投
じ
て
起

つ
」
と
。

(張
陥
の
い
う
)

「
逃

れ

て
山
中

に
入
り
」

「
之
を
焚
き
て
乃
ち
出
つ
る
」

の
事
有
る
を
得
ず

。

又
た

『典
略
』

に

「太
祖
初
め

て
荊
州
を
征
す
る
と
き

、
璃
を
し
て
書

を

作
ら
し
め
韓
遂

に
与

ふ
。
此
の
二
書
今
具

に
存

す
」

と
載
す
。
長
安

に
至

る
の
前
、
遂
等
破
れ
て
走
ぐ
。
太
祖
始
め
て

(建
安
)
十
六
年
を
以
て
関

に

入
る
こ
と
を
得
る

の
み
。

而

る
に
張
隆
は
云
ふ
、

「
初
め

て

璃
を

得

し

時
、
太
祖

は
長
安

に
在

り
」
と
。
此
も
又
た
乖
戻
す

。
璃
は
十
七
年

を
以

て
卒

す
。
太
祖

は
十
八
年

に
策
し
て
魏
公
と
為

る
。
而

る
に

(張
隙
は
)
云

ふ
、

「璃

が
歌
舞

の
辞

に

『大
魏

は
期
運

に
応
ず
」
と
称
す
」
と
。
愈

い

よ
其

の
妄
な
る
を
知
る
。
又
た
其

の
辞

に

「他

人
焉

ん
ぞ
能

く
乱
さ
ん
」

と
云
ふ
は
、
了

に
語
を
成

さ
ず

。
璃
が
吐
属
、
必
ず
此

の
ご
と
か
ら
ざ
ら

ん
。

(同
前
)

装
松
之

に
よ
れ
ば

、

「
(璃
は
)
乃
ち
逃
れ

て
山
中

に
入
る
。
太
祖
、
人
を
し

て
山
を
焚
か
し
め
、
璃
を
得
た
り
」

と
い
う
話
自
体
が
有

り
得
な

い
。

「太
祖

時

に
長
安

に
在

り
」

と
い
う
の
も
事
実
と
合
わ
な

い
。

「大
魏

は
期
運

に
応
ず

」
と

い
う
院
璃
の
歌
も
お
か
し

い
。
そ
し
て

「
他
人
焉
ん
ぞ
能
く
乱
さ
ん
」
と

い
う
歌
も
院
璃
ら
し
く
な

い
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の

『文
士
伝
』

の
話
は
全
く

の
作

り
話

に
過
ぎ
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

実
証
的

に
歴

史
事
実
を
挙
げ
て
な
さ
れ
た
斐
松
之

の

『
文
士
伝
』
批
判

は
、

十
分

に
説
得
力

を
持

っ
て
い
る
。
ま
た
、

「
文
士
伝

』
の
座

体
を
具

に
検
討
し

た
上
で
下

し
た

「
虚
偽
妄
作
」

と
い
う
評
価
も
、
恐
ら
く
当
た

っ
て

い
る
だ
ろ

う
。
今
日
残
さ
れ
た
扶
文
を
見

て
も
、

『文
士
伝
』
が
俗
説
に
満
ち
た
書
物

で

あ

っ
た
ら
し

い
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
し
た
が

っ
て
、

『文

士
伝
』
を
活

用
す

る
に
は
十
分

に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

た
だ
、
な
ぜ
こ
の
書
物

に
は
俗
説

が
多

い
の
か
と
い
う
点
は
、
考
え
て
み
る

べ
き

で
あ
る
。
思
う

に
そ

の
理
由
と
し
て
、

一
つ
に
は
、
正
式
な
歴
史
官

で
は

な
く

、
全
く
無
名

の

一
知
識
人

の
手
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
と
い
う

こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
時
代
的

な
隔
た
り
も
大
き
な

一
因

で
あ
ろ
う
。
前
章

で
推
定
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し
た
よ
う

に

『文
士
伝
』
が
五
世

紀
初
め

に
成
立

し
た
と
す
れ
ば
、
玩
璃
や
王

薬
ら
の
時
代
と
は

約
二
百
年

の
隔
た
り
が
あ
る
。

そ
れ
は

ち

ょ
う
ど
、

今

日

の
我

々
が
江
戸
時
代

の
文
人

の
伝
記
を
書
く
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
今

日
と
は

比
較
に
な
ら
な

い
ほ
ど
情
報
量
が
乏
し

い
時
代

で
あ
り
、
し
か
も

、
途
中

に
中

原

の
地
を
北
方
民
族

に
奪

わ
れ
る
と

い
う
屈
辱
的
な
時
代
を
経
て

い
る
の
で
、

俗
説
が
相
当

の
部
分
を
占
め
て
い
た
と
し
て
も
止
む
を
得
な

い
。
更
に
、
地
理

的
な
隔
た
り
も
見
逃
が
せ
な

い
。
と

い
う

の
は
、

『
文
士
伝
』

の
編
者

の
経
歴

は
わ
か
ら
な

い
が
、
ど
う
も
南
方
出

身
者

で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
点
が

い
く

つ
か
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
張
隣

の

「
張
」
と

い
う
姓
は
、
南
朝

で
勢
力
を

持

つ
た
呉
郡
呉

の
張
氏
な
ど
、
南
方

に
多

い
姓

で
あ
る
。

『
晋
書
」
陶
侃
伝

に

出
て
き

た
張
愛
と
そ

の
子
張
隠
も
南
人

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『文
士
伝
』

の
被

採
録
者

に
南
人
が
多
く

、
南
人

に
好
意
的

な
話
も

『
文
士
伝
』

に
は
あ
る
。

『文
士
伝
』

の
編
者

が
南
人
か
ど
う
か
、
は

っ
き
り
と
断
定

は

で

き

な

い

が
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
、

『
文
士
伝
』
が
書
か
れ
た
目
的
な
ど
を
知
る
手
掛
か

り
と
な
る
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
、
北
人
と
南
人
と

の
対
立
問
題
を
考
え
る
上

で
も
興
味
深

い
問

題
を
含
ん
で

い
る
の
で
、
今
後

の
検
討
課
題

に
し
た
い
。

四

以
上

、
斐
松
之

の

『文
士
伝
』
批
判
を
中
心

に
し

て
、

『文
士
伝
』
と

い
う

書
物

を
活
用
す
る

に
は
十
分
注
意
す

べ
き
で
あ

る
こ
と
を
見

て
き
た
。
そ
れ
で

は

こ
の

『
文
士
伝
』
は
、
単

に
文
士

の
出
身
や
性
格

・
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
綴

っ
た
、
し
か
も
信
頼
性

の
極
め

て
乏
し

い
伝
記

に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う

か

。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
従
来

の
研
究
-

例
え
ば

、

『
詩
品
』
の
注
釈
と

し

て
定

評
の
あ

る
詩
品
研
究
班
の

「
鍾
氏
詩
品
疏
」
に
お
い
て
も
、

こ
の
書
物

は
…
…
文
士

の
よ
も
や
ま
話
を
書
き
と
め
た
も

の
ら
し

い
こ
と

は
…
…
明
ら
か
で
あ
る
。

と
だ
け
し
か
述

べ
ら
れ
て

い
な

い
。
し
か
し
私
は
、
こ
の

『文
士
伝

』
に
は

、

そ
う
し
た
文

士
の
よ
も
や
ま
話
を
綴

っ
た
伝
記
と
し
て
の
性
格

の
ほ
か
に
、
も

つ
と
違
う
側
面
が
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
そ
の
違
う
側
面
と
は
、

結
論

か
ら
先

に
言
え
ば

、

『
文
士
伝
』
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、
こ
の
書
物

が

文
士

の
作
品

を
多
量

に
収
録
し
て
い
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。

も
う

一
度
、
鍾
燦

「
詩
品
』
中

品
の
序
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

謝
客

の
集
詩

に
至

っ
て
は
、
詩

に
逢

へ
ば
即
ち
取
る
。
張
隆

の
文
士
は
、

文

に
逢

へ
ば
即
ち
書

す
。
諸
英

の
志
録
、
並
び

に
義
は
文

に
在

り
て
、
曽

て
品

題
す
る

こ
と
無

し
。

こ
の
中

で
注
意
す

べ
き
は
、
張
隣

「
文
士
伝
』
と
と
も

に
、

「
謝
客

の
集
詩

」
、
す
な
わ
ち
謝
霊
運

の

「
詩
集
」
が
批
判

の
対
象
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
点
で

あ
る
。
謝
霊
運

の

『詩
集

』
は
、

『
階
書
」
経
籍
志

の
集
部
総
集
類

に
は

五
十
巻
と

記
さ
れ

て
い
る
が
、
今

日
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、
鍾
燦

の
言

に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
玉
石
が
混
清
し
た
極
め
て
不
満

足
な
詩

の
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー

だ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
謝
霊
運
の

「
詩
集
』
五
十
巻
と
並

べ
て
、

「
文

に
逢

へ
ば
即
ち
書
す
」

と
批
判
さ
れ
て

い
る
の
が
張
隣
の

「
文
士
伝
』
で
あ
る
。
鍾
蝶

の
言
葉
を
素
直

に
読
め
ば

、

「
文
に
出
会
え
ば
何

で
も
書
き
と
ど
め
て

い
る
」
と

い
う
こ
と
に

な
る
。
鍾
燦

の
批
判

の
鋒
先

は
明
ら
か

に
、
取

る
に
足
ら
な

い
作
品
を
載
せ
て

い
る

こ
と
に
対
し

て
向

け
ら

れ
て
い
る
。
し
か
も

、
謝
霊
運
と
張
騰

の
両
書
は

「
並
び
に
義

は
文

に
在

り
」

、
す
な
わ
ち

「
い
ず
れ
も
作
品
の
収
集

に
目
的
が

あ

る
」
と

い
う
の
で
あ

る
。

こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
従
来

の

『詩
品
』

研
究

に
お

い
て
も
注

目
さ
れ

て
は
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い
た

。
け
れ
ど
も
、
興
膳
宏
氏
が
、

こ
の
書
は
題
名
通
り
文
人

の
伝

で
あ
り
、
鍾
燦
の

い
う
よ
う
な
散
文

の
選

集
的
性
格

が
あ

っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
し

い
。

(
7
)

と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
疑
問
視
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
鍾
礫

の

言
葉
を
信
ず
る
な
ら
ば
、

『文
士
伝
』

に
は
文
人
の
文
学
作
品
が
か
な
り
多
量

に
収
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

『
文
士
伝
』
が
文
学
作

品
を
多
量

に
収
録
し
て

い
た
こ
と
を
示
す

一
つ
の
証

拠
が
、
五
十
巻
と

い
う
そ
の
巻
数

で
あ
る
。

〈
表

一
〉巻

数

部

数

1

～

10

178

-

～

0

1

～

0

1

～

0

ー

ウ
一

2

3

{δ

4
晶

20

6

2

41

～

50

1

計207

 

表

一
は
、

『
文
士
伝

』
と
同
じ
よ
う

に

『階
書
』
経
籍
志
の
史
部
雑
伝
類

に

記
さ
れ
て
い
る
書
物

の
巻
数

と
部
数

の
度
数
分

布
表

で
あ
る
。

こ
の
表

を
見
れ
ば
、

『文
士
伝
』
が
雑
伝

と
し
て
は
い
か

に
破
格

の
巻
数
を

も

っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
よ
う

に
文
士

の
伝
を
収
め

た
摯
虞

『
文
章
志
』
四
巻

・
傅
亮

『
続
文
章

志
』
二
巻

・
宋
明
帝

『
晋
江
左
文

章

志
』
二
巻

・
沈
約

『
宋
世
文
章
志
』
二
巻

な
ど
と
比

べ
て
も
、

『
文
士
伝
』

の
五
十
巻

は
異
常

に
多

い
。
し

か
し
、

『文
士
伝

』
に
総
集
的
性
格

が
あ

っ
た

の
で
あ
れ
ば

、
摯
虞

『文
章
流
別
集
』
六
十
巻

・
李
充

「翰

林
論

』
五
十
巻

・

謝
霊
運

「
詩
集
』
五
十

巻

・
同
じ
く

『
賦
集
』
五
十
巻
な
ど

の
当
時

の
総
集
と

比

べ
て
も

、

『
文
士
伝
』
の
五
十
巻

は
決
し

て
多

い
巻
数

で
は
な

い
。

『
文
士
伝

』
が
文
学
作
品
を
収
録
し

て
い
た

こ
と
を
示
す
別

の

証

拠

と

し

て
、
次
の
よ
う
な

「
文
士
伝
』

の
秩
文
が
あ
る
。

○
黄
祖
世
子
射
、
賓
客
大
会
。
有
献
鵬
鵡
鳥

、
射
暴
眉
酒
於

禰
衡
日

「
願
先

生
為
之
賦
。
」

(
「太
平
御
覧
」
巻
九
こ
四
引

「文
士
伝
」
)

○
劉
槙
坐
、
厨
人
進
瓜
、
槙
為
賦
立
成

。

(
「太
平
御
覧
」
巻
六
○
○
引

「文
士
伝
」
)

『文
士
伝
』

の
禰
衡
伝

は

『
世
説
』
言
語
篇
注
な
ど
計
六
箇
所

に
、
劉
槙
伝

も
同
じ
く
計
八
箇
所
に
引

用
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
二
例

は
上
記

の
箇
所
だ
け

に
引
か
れ

て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は

一
見
し
た
所
、
禰
衡
や
劉
槙
の
伝

の

一
部

の
よ
う

で
あ
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な

い
。

○
時
黄
祖
太
子
射
、
賓
客
大
会
。
有
献
鵬
鵡
者
、
墨

酒
於
衡
前
日
、

「
…
…

願
先
生
為
之
賦

。
」

(
「文
選
」
巻
一
三
禰
衡

「鶏
鵡
賦
」
序
〉

○
槙
在
曹
植
座
、
厨
人
進
瓜
、
槙
為
立
成

。
(
「太
平
御
覧
」
巻
九
七
八
引
劉
槙

「瓜

賦
」
序
)

と
あ
る
通

り
、
字
句

の
異
同

は
多
少
あ
る
が
、
禰
衡
や
劉
槙
自
身

の
作
品

の

一

部

な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
場
合
、

『太
平
御
覧
』
は

「
禰
衡

「
鶉
鵡
賦
』
序

に
日
く
」

・

「
劉
槙

『
瓜
賦
』
序

に
日
く
」

と
し

て
引
用
す

べ
き

で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、

こ
う
し
て

『文
士
伝
』

の
書
名

を
挙
げ

て
く
れ
た
こ
と

に
よ

っ
て
、

『
文
士
伝

』

に

「鴉
鵡
賦
」
序
や

「
瓜
賦
」
序

の
よ
う
な
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
た

こ
と

を
我
々
は
知
り
得
た
。
ま
た
、
張
隣
が
伝

を
書
く
た
め
に
彼

ら
の
序
を
借
用
し
・

た
と
し
て
も

、
序
だ
け

で
は
何
ら
意
味
を
な
さ
な

い
か
ら
、
賦
の
全
文

(ま
た

は
一
部
)
を
引
用
し

て
い
た
可
能
性

は
十
分

に
考

え
ら
れ
る
。

『
文
士
伝

』
が
作
品
を
引
用
し
て
い
た
ら
し

い
こ
と
は
、
次

の
例

か
ら
も
わ

か
る
。
○
陸
景
誠
盈
日
、

「
重
臣
貴
戚
、

隆
盛
三
族
、

莫
不
罹
患
構
禍

、

鮮
以
善

終
。
大
者
破
家

、
小
者
滅
身
。
唯
金
張
子
弟
、
世
履
忠
篤

。
故
能
保
貴
持
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寵
、
柞
鍾

昆
嗣
。
其
余
禍
敗

、
可
為
痛
心
。
(
「太
平
御
覧
」
巻
四
五
九
引

「文
士

伝
」
)

こ
の
場
合

も
わ
ざ
わ
ざ

『
文
士
伝

』
の
書
名
を
出
す

必
要
は
な

い
。
現

に
、

『
芸
文
類
聚
』
巻
二
三
は

「
呉
の
陸
景

『
誠
盈
』
に
日
く
」
と
し
て
引
用
し

て

い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

「文
士
伝
』
が
多

量
の
文
学
作
品
を
収

め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
私

の
考

え
を
述

べ
て
き
た
が
、
そ
れ

で
は

こ
の
書
物

は
ど

の
よ
う
な
傾
向

の
作
品
を
収

め
て
い
た

の
だ
ろ
う
か

。
そ
し
て
鍾

蝶
の

「文

に
逢

へ
ば

即
ち
書

す
」
と

い
う
評
価

は
当
た

つ
て

い
る
の
だ

ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
点
に

つ
い
て
は
、
実
際

の
と

こ
ろ
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な

い
と
言

っ

て
よ

い
。
考

え
て
み
れ
ば

こ
れ
は
当
然
な

こ
と
で
あ
り
、

『
文
士
伝

』
に
多
く

の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も

、
後
世

の
人
々
が
わ
ざ
わ
ざ

こ
の
書
物

の
名
を
挙
げ

て
引
用
す
る
必
要
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
当
時

編
ま
れ
た
摯
虞

『
文
章
流
別
集
』
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
総
集

の
す

べ
て
が
滅
び
去

っ
た
が
、
そ
れ

は
、
珠
玉
の
作
品
だ
け
を
集
め
た

『
文
選

』

の
出
現
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
玉
石
が
混
瀟
し
た
総
集

の
存
在
価
値
が
失

わ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
張
隣

『文
士
伝
』
中

の
作

品
も

そ
の
中

に
含
ま
れ
る
。

し
か
し
、

『文
士
伝
』

に
は
人
々
を
惹
き

つ
け
る
興
味
深

い

エ
ピ

ソ
ー
ド
が
載

っ
て
い
た
た
め
に
、
完
全

に
は
滅
び
去
ら
ず
、
か
な
り
の
断
片
が
幸

い
に
も
今

日
ま

で
伝

わ

つ
た
。
そ
し

て
、
偶
然
に
も

「
鵬
鵡
賦
」
な
ど
の
作
品
が
収
め
ら

れ
て

い
た

こ
と
が
わ
か

つ
た

の
は
、
更
に
幸

い
な

こ
と
で
あ

っ
た
。

〈
表
二
〉人

名

桓

騒

詩

歌

賦

答
客
詩

そ

の

他

一

朱

穆

趙

皇

欝
金
賦

一

解
接
賦

禰

衡

玩

璃

鵬
鵡
賦

琴
歌

劉

槙

一
瓜
賦

李

康

稜

康

張

綴

遊
山
九
吟

幽
憤
詩

張

純

犬
賦

席
賦

朱

異

弩
賦

与
山
巨
源
絶
交
書

陸

績

一
渾
天
説

「

陸

景

張

乗

何

槙

張

華

左

思

一

一
誠
盈

千
年
歌
亘

一
許
都
賦

}
農

公
緩

一
蜀
都
賦

摯

虞

一

張

載

一

一
濠
氾
賦

束

誓

一
餅
賦

答
策
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渚

尼

孫

丞

一
琉
璃
醗

螢
光
賦

表

二
は
、

『
文
士
伝

』
の
侠
文

に
あ

っ
た
作
品
名
を
す

べ
て
書
き
出
し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
表
か
ら

『
文
士
伝
』

に
収
め
ら
れ
て

い
た
作
品

の
傾
向
が
類
推

で
き
る

が
、
文
体

で
い
え
ば
賦
が
中

心
で
、
そ
れ
も
日
常
的
な
題
材
を
詠

ん
だ
作
品
が

多

い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
鍾
礫
が

「
文

に
逢

へ
ば
即
ち
書
す
」

と
言

っ
た

の

は
、
あ
く
ま

で
も
謝
霊
運

の

「詩
」

に
対
す
る
措
辞
上

の
こ
と

で
あ

っ
て
、
必

ず
し
も

「
文
」
だ
け

に
限
定

し
て
い
た

の
で
は
な

い
よ
う

で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
表
中

の
作
品

は
伝

の

一
部

と
し
て
名
前
を
挙
げ
ら
れ
た
も

の
が

大
部
分

で
あ

る
。
初

唐
の
許
敬
宗

(五
九
二
～
六
七
三
)
ら

の

「
文
館
詞
林
文
人
伝

』

一
百
巻
は

『
文
館
詞
林
』

一
千
巻

の
た
め
に
編

ま
れ
た
が
、

『文
士
伝
』
の

編
者

に
そ
の
よ
う
な
別
の
総
集
が
あ

っ
た
と

い
う
話

は
ど
ん
な
史
書

や
目
録
を

捜
し
て
も
見
当
た
ら
な
い
し

、
恐
ら
く
な
か

っ
た

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
伝

記
と
総
集
と
が
分
離
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
伝
記

の
途
中

に
作

品
を
挿
入
し

て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、

『文
士
伝
』
は
、
従
来

の
オ
ー

ソ

ド

ッ
ク

ス
な
伝
記

の
形
式
を

「
歩
も
出
な

い
が
、
編
者

の
好

み
に
よ

っ
て
興
味

深

い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
載
せ
、
し
か
も

そ
れ

に
付
随
す
る
作
品
を
数
多
く
収
録
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

つ
て
、
鍾
蝶

の

「文

に
逢

へ
ば
即
ち
書
す
」
と

い
う
評
は
、
鍾
礫

に

と

っ
て
文
学
的

に
重
要
だ
と
認
め
ら
れ
な

い
作
品
ま

で
も
取
り
上
げ
、
伝

記
中

に
書
き
留
め

て
い
た
の
を
批
判
し
た
も
の
と
解
釈
す

べ
き

で
あ
る
。

五

さ
て
最
後

に
、
張
隣

『
文
士
伝
』

の
文
学
批
評
史
上

に
お
け
る
意
義

に
つ
い

て
述
べ
た

い
。

ま
ず

、
こ
の

『文
士
伝
』
が

「
文
士
」
と

い
う
規
準
に
よ

っ
て
人
物
を
選
ん

だ
最
初

の
書
物

で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
そ
れ

な
り

に
評
価
す

べ
き

で
あ
る
。

張
隙

の

『
文
士
伝

』
は
、

一
冊
の
文
学
者

の
伝
記
で
あ
り
、
階
唐
志

に
は

皆
著
録
さ
れ
て

い
る

(陪
志
は
誤
っ
て
張
隠
に
作
る
)
。
魏
晋
六
朝
時
代
の
文
学

者

は
非
常

に
多
く

、
し
た
が

っ
て
文
学
者

の
伝
記
書
も

ま
た
非
常

に
発
達

し
た
。
階
唐
志
は
倶

に
、
摯
虞

の

『
文
章
志
』
四
巻

・
傅
亮

の

「
続
文
章

志
』

二
巻

・
宋
明
帝

の

『
晋
江
左
文
章
志
』

二
巻

・
沈
約

の

『
宋
世
文
章

志
』

二
巻
を
著
録
し

、

『
玉
海

』
は
邸
淵
之

の

『文
章
録
』
及
び

「
別
集

録
』

・
丘
霊
鞠
の

『
江
左
文
章
録
序
』
を
著
録
し
て
い
る
。
文
学
者

の
伝

記

の
中

に
も
文
学
批
評
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
文
学
批
評

の
専
門
書

と
見
る
こ
と

は
で
き
な

い
。

こ
れ
は
羅
根
沢
氏
が
張
隣

『文
士
伝
』
を
解
説
し
た
も

の
で
あ
る
。

確
か

に
、
氏

の
言
わ
れ
る
通
り
、
魏
晋
六
朝
時
代

に
文
学
者

の
伝
記

が
発
達

し
た
背
景

に
は
、
文
学
者
を
数
多

く
輩
出
し
た
当
時

の
時
代
情
況

が
あ

っ
た

こ

と
は
否
定
で
き
な

い
。
た
だ
、
氏

が
こ
こ
に
挙
げ

た
摯
虞

『
文
章

志
』
以
下

の

書
物
と
張
隣

『文
士
伝
』
と
は
、
そ
の
成
り
立
ち

や
性
格
が
違
う
と
い
う

こ
と

は
注
意
す

べ
き

で
あ
る
。

摯
虞

の

『文
章
志
』
は
、
総
集

の
祖
と
称
さ
れ
る
文
体
別

の

『文
章
流
別
集

』

の
い
わ
ば
付
録
と
し
て
書

か
れ
た
人
物
別
の
伝
記

で
あ
る
。
こ

れ

に

対

し

て
、
張
隣

『文
士
伝
』

の
方

は
後
漢
か
ら
六
朝
時
代

に
か
け
て
流
行
し
た
雑
伝

の

一
種

で
あ
る
。
雑
伝

に
は
、
郷
土

の
名
士
を
あ

つ
か

っ
た

先

賢

伝

・
誉
旧

一25一



伝
、
隠
者

を
あ

つ
か

っ
た
逸
民
伝

・
高
士
伝

、
親
孝
行
な
人
を
あ

つ
か

っ
た
孝

子
伝
な
ど
が
あ

る
が
、

こ
の
よ
う
な
雑
伝

の

剛
種
と
し
て
文
人
を
あ

つ
か

っ
た

の
は
、
張
隙

「
文
士
伝
』
以
前

に
例
が
な

い
。

ま
た
、
羅
根
沢
氏

の

「文
学
批
評

の
専
門
書

と
見

る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と

い
う
指
摘
も
そ
の
通
り

で
あ
り
、

「
文
士
伝
』

の
場
合
も

、
次

の
よ
う
な
簡
単

な
批
評
が
目
に
つ
く
程
度

に
過
ぎ
な
い
。

○
李
康
、

…
…
善
屡
文
、

欝
藻
清
秀
。

(
「北
堂
書
紗
」
巻
九
七
引

「文
士
伝
」
。

「辞
藻
清
秀
」
句
、

「太
平
御
覧
」
巻
六
一
四
引

「文
士
伝
」
作

「詞
藻
清
美
」
)

○

(夏
侯
)
湛
、
有
盛
才
、
文
章

巧
思
、
善
補
雅
詞
、
名
亜
溜
岳
。

(
「世
説
」

文
学
篇
注
引

「文
士
伝
」
)

○

(溢
)
尼
、
少
有
清
才
、
文
詞

温
雅

。

(
「世
説
」
政
事
篇
注
引

「文
士
伝
」
)

○

(張
)
翰

、
有
清
才
美
望
、
博
学
善
場
文
、
造
次
立
成

、
僻
義
清
新

。

(
「世
説
」
文
学
篇
注
引

「文
士
伝
」
)

○

(郭
)
象
、
作
荘
子
注
、
最
有
清
辞
遭
旨
。
(
「世
説
」
文
学
篇
注
引
「文
士
伝
」
)

○

(束
)
哲
、
曽
為
餅
賦
諸
文
、
文
甚
俳
誰
。
(
「世
説
」
雅
量
篇
注
引

「文
士
伝
」
)

こ
れ
ら

の
個
々
の
文
人

に
対

す
る
評
は
、

一
般

の
伝
記
書

に
も
よ
く
見

か
け

る
も

の
で
あ
る

に
し
て
も

、
重
要
な
文
学
批
評

で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
な
い
。

し
か
し
、
よ
り
重
要
な

の
は
、
張
隣

が
独
自

の
規
準

に
従

つ
て

「文
士
」
を

選
ん
だ

こ
と

で
あ
る
。
因
み

に
、
私
の
調

べ
た
範
囲
で
、

『
文
士
伝

』
の
被
採

録
者

と
思
わ
れ
る
人
々
の
名
前
を
挙
げ
る
と
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

(後
漢
)
張
衡

・
桓
麟

・
朱
穆

・
延
篤

・
張
升

・
趙
壷

・
劉
梁

・
邊
譲

・
侯

璋

・
薬
琶

・
禰
衡

・
孔
融

・
院
璃

・
劉
槙

・
王
粂

・
陳
琳

・
楊
脩

・
丁
儀

・
丁

虞

・
張
温

・
棄
祇

(魏
)
王
弼

・
李
康

・
王
粛

・
稽
康

・
院
籍

・
鄭
冑

(呉
)
高
岱

・
張
純

・
陸
績

・
陸
景

・
股
基

・
張
乗

・
華
融

・
孔
輝

(西
晋
)
成

公
緩

・
棄

擦

・
王

済

・
何

槙

・
夏

侯

湛

.
孫

楚

.
張
華

.
束

哲

・
陸

機

・
陸

雲

・
孫

丞

・
左

思

・
質

謹

・
曹

捷

・
郭

象

・
江

統

.
摯

虞

.

播
尼

・
杜

育

・
顧
栄

・
華

讃

・
張

載

.
聚

嵩

(東
晋
)
孫

盛

・
江

績

(宋
)
謝

霊

運

張
隣

が
ど

の
よ
う
な
規
準

で
取
捨
選
択
し
た
の
か
、
序
文
な
ど

一
切
残

っ
て

い
な

い
の
で
、
残
念
な
が
ら
窺

い
知
る

こ
と
は
で
き
な

い
。
け

れ
ど
も
、
有
名

・
無
名

の
文
人
が
名

を
連

ね
た

こ
の
被
採
録
者
を
見
る
と
、
今

の
我

々
が
考
え

る
よ
り
も
広

い
範
囲

で
文

人
を
と
ら
え
て

い
た
ら
し

い
こ
と
が
わ
か
る
。
あ
る

い
は
、
無
名

の
文
人
た
ち
に
も
我

々
の
知
ら
な
い
作
品
が
多

く
あ

っ
た
の
か
も

し
れ
な

い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
編
者

の
文
学
観

が
投
影
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
確

か

で
あ
る
。

次

に
、

『
文
士
伝
』
に
文
学
作
品
を
多
量

に
収
録
し
て

い
た
と
す
れ
ば
、
中

国

の
文
学
批
評

に
お
け
る
総
集

の
重
要
性

を
我

々
は

一
層
再

認
識
す

べ
き
だ
ろ

う
。詩

文
製
作
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
中
国

の
知
識
人

に
と

っ
て
、
手
本
と
な

る
文
体
別

の
総
集
は
便
利

で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

『
文
選
』
の
よ
う
な
す
ぐ

れ
た
総
集
が
重

ん
じ
ら
れ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
作
品
を
鑑
賞

の
対
象
と
し
て
見
た
場
合

、
そ
の
作
品
を
書

い
た
人
が
、
ど
の
よ
う
な
性
格

・

容
貌
で
、
ど

の
よ
う
な
生

き
方
を
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況

の
下
で
そ
の
作
品
を

書

い
た
の
か
、
大

い
に
興
味

が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
、
日
常
的
な

エ
ピ

ソ
ー
ド

に
色
彩
ら
れ
、
し
か
も
作
品
を
多

量
に
収
め
た

『文
士
伝
』

の
よ
う
な

伝
記
が
産

ま
れ

る
素
地
は
十
分

に
あ

っ
た
。
斐
松
之

に

「虚

偽
妄
作
」
だ
と
酷

評
さ
れ
な
が
ら

『
文
士
伝
』
が
永
く
生
命
を
保
ち
得
た

の
も
、
こ
う
し
た
読
者

側

の
要
望
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

て
い
る
と
考
え

る
。
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総
集

の
良
否
を
決

め
る
の
は
、
作

品
選
択

に
お
け
る
編
者

の
鑑

識

眼

で

あ

る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
鍾
蝶

に

「文

に
逢

へ
ば
即
ち
書
す
」
と
評
さ
れ
た

『
文
士
伝
』

に
収
め

る
作
品
は
、
あ
く
ま

で
も
文
人
の
伝
記
を
書
く
上

で
の
補

助
資
料

で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
は
、
編
者

の
批
評
見

識
に
さ
さ
え
ら
れ
た
詩
文

選
集
と
し
て
は
失
格

で
あ

つ
た
。
け
れ
ど
も
、
編
者

の
文
学

に
対
す
る
す
ぐ
れ

た
鑑
識
眼
が
発
揮
さ
れ
た
総
集
だ
け
が
本
当

に
尊

い
の
だ

ろ
う
か
。

ひ
び

お

文
籍

日
興

る

も

散

じ
て
統
紀
無
し
。
是

に
於

て
総
集
作

こ
る
。

一
は
則

ち
放

侠
を
網
羅
し
、
零
章
断
什
を
し

て
帰
す
る
所
有
ら
し
む
る
な
り
。

一

は
則
ち
繁
蕪
を
棚
汰
し
、
萎
稗
を
し

て
威
な
除
か
し
め
、
著

華
を
し
て
畢

く
出
だ
さ
し
む

る
な
り
。
是

れ
固
よ
り
文
章
の
蓉
衡

、
著
作

の

渕

藪

な

り
。

(
「四
庫
提
要
」
総
集
類
序
)

こ
こ
で
述
べ
ら
れ

て
い
る
総
集

の
二
つ
の
機
能

の
中

で
、
我

々
は
ど
う
し
て

も
後
者

の
方

に
目
を
向
け
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
孔
子
が
三
千
篇

の
詩
か
ら
三
百
篇
を
選
ん
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
う
し

て
今

日
ま
で
伝
え

ら
れ
た

『詩
経
』
は
そ
れ
自
体

、
確
か

に
す
ぐ
れ
た
文
学
作
品

で
あ
る
。
が
、

も
し
万

一
、
孔
子
が
切
り
捨
て
た
二
千
七
百
篇

の
詩

が
残

っ
て
い
た
な
ら
ば
、

と
は
誰
し
も
考

え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
同
様

に
、
昭
明
太
子
が
選
ば

な
か

っ
た
作

品

に
も
す
ぐ
れ
た
も

の
が
あ

っ
た
だ

ろ
う
し
、
た
と
え

つ
ま
ら
な
い
作
品

で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
重
要
な
意
義
を
持

っ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。

今
日

の
我
々
に
と

っ
て
、
愚
作
を
除

い
て
秀
作
だ
け
を
収
録
し
た
総
集
も
も

ち
ろ
ん
大
切
で
あ

る
が
、
滅
び

ん
と
す
る

「
零
章
断
什
」
を
伝
え
よ
う
と
し
た

総
集
も
そ
れ
に
劣
ら
ず
大
切
で
あ
る
。

『
文
士
伝
』

の
編
纂
意
図

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が

、
私
は
東

晋
末
期
か
ら
宋

初
期
と
思
わ
れ
る
そ
の
成

立
年
代

に
注
目
し
た

い
。
西
晋

の
摯
虞

『
文
章
流
別

集
』
以
後

、
長

い
間
総
集
が
編

ま
れ
た
形
跡
は
な
い
。
榑
亮

(三
七
四
～
四
二
六
)

が
摯
虞
以
後

の
空
白
を

よ
う
や
く
埋
め
た
の
は
、
東

晋
末

の
こ
と

で
あ
る
。
傅

亮

と
ほ
ぼ
同
時
代

の
謝
霊
運
が

「詩

集
』
五
十
巻
を
編
み
、
張
隣
が

『文
士
伝

』

五
十
巻
を
編

ん
だ

の
も
、
滅
び

つ
つ
あ

っ
た
文
学
作
品
や
忘
れ
ら
れ

つ
つ
あ

っ
た
文
人

の
行
跡
の
す

べ
て
を
後
世

に
伝
え
よ
う
と
す

る
意
図

に
基

づ
く
も

の

で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

文
士
と

い
う
規
準

に
よ

つ
て
編

ま
れ
た
最
初

の
人
物
伝

で
あ
る

と

い

う

こ

と
。
し
か
も

、
多

量

の
文
学
作
品
を
も
収
録
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
。

こ
の
二

点
に
よ

っ
て
、
五
世
紀
初
め

に
張
陥
と

い
う
無
名

の

一
知
識
人

に
よ

っ
て
編

ま

れ

た

『
文
士
伝

』
の
持

つ
意
義
は
決

し
て
小
さ
く
な
い
。

註

(-
)
興
膳
宏
氏

「潜
岳

・
陸
機
」

(筑
摩
書
房
・
中
国
詩
文
選
10
)
二
○
一
頁
。

(
2
)
張
隣
説
を
唱
え
る
人
に
は
、
挑
振
宗

(
「晴
書
経
籍
志
考
証
」
)
・許
文
雨

(
「文
論
講
疏
」
)

・古
直

(
「詩
品
箋
」
)
な
ど
が
い
る
。

(
3
)
張
隠
説
を
唱
え
る
人
に
は
、
奏
栄
光

(
「補
晋
書
芸
文
志
」
)
・
黄
蓬
元

(
「補
晋
書
芸
文
志

』
)
・
鄭
徳
坤

(
「水
経
注
引
書
考
」
)
な
ど
が
い
る
。

(
4
)
嚢
松
之

「上
三
国
志
注
」
を
参
照
。

(
5
)
華
諏
字
令
思
、
年
十
四
、
皐
秀
才
、
入
洛
、
会
宣
武
場
。
座
有
†
者
、
嘲
南
人
諸
君
、
「楚
人
、

亡
国
之
余
。
有
何
秀
異
、
忽
応
斯
暴
。
」
衆
無
答
。
諏
在
下
行
、
遙
印

「当
今
六
合
斉
軌
、
異

人
並
出
。
吾
聞
、
大
萬
出
於
東
夷
、
文
王
生
於
西
莞
。
賢
聖
之
所
在
、
豊
常
之
有
。
昔
武
王
伐

紺
、
遷
商
頑
民
於
洛
邑
。
得
無
吾
子
、
是
其
苗
衛
。
」
時
域
改
視
、
癖
者
無
以
応
也
。

(
「太

平
御
覧
」
巻
四
六
四
引

「文
士
伝
」
)

(6
)
詩
品
研
究
班

「鍾
氏
詩
品
疏

(九
)
」

(
「立
命
館
文
学
」
第
三

一
四
号
)
五

一
頁
。

(
7
)
興
膳
宏
氏

「文
学
論
集
」

(朝
日
新
聞
社

・中
国
文
明
選
13
)
六
九
頁
。

(8
)
羅
根
沢
氏

「中
国
文
学
批
評
史

一」

(上
海

・古
典
文
学
出
版
社
)
二
=

頁
。
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